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【ボール運動系領域全般】

Ｑ　なぜ、「易しいゲーム」や「簡易化された
ゲーム」が示されたのですか。

Ａ　各種の球技の公式なルールでゲームを行
おうとすると、プレーに必要となる技能が難
しく、小学校のすべての児童がゲームを楽し
むことは困難と思われます。ややもすると、
積極的にゲームで活動する児童とボールにさ
わることができずにゲームが楽しめない児童、
ルールが理解できずに意欲をなくす児童など
が現れることも考えられます。そこで、すべ
ての児童がゲームやボール運動の特性に触れ、
楽しく進んで学習しながら、学習指導要領に
示されたそれぞれの型ごとの指導内容を身に
付けやすくなるよう工夫することが必要です。
そのため、中学年（易しいゲーム）高学年（簡
易化されたゲーム）の児童の発達の段階に応
じたゲームを扱うことを明記しました。

Ｑ　「易しいゲーム（中学年）」と「簡易化され
たゲーム（高学年）」の違いは何ですか。

Ａ　「易しいゲーム」は、簡単なボール操作で
行える、比較的少人数で行える、身体接触を
避けるなど、中学年の児童が取り組みやす
いように工夫したゲームを指します。児童の
実態に合っていてその運動の特性を損なわな
い、児童に寄り添ったゲームと言うことがで
きます。低学年のゲーム領域で学習した「ボー
ルゲーム」を活かして、仲間とかかわり合い
ながら集団対集団で競い合うゲームの楽しさ
に触れることをねらいとしています。一方、

「簡易化されたゲーム」は、ルールや形式が
一般化されたゲームを高学年の児童の発達の
段階を踏まえ、プレーヤーの数、コートの広
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さ、プレー上の制限（緩和）、ボールその他
の運動施設や用具など、ゲームのルール様式
を修正し、学習課題を追求しやすいように工
夫したゲームを指します。中学年の「易しい
ゲーム」に比べるとスポーツに近づいたゲー
ムであり、ゲームの楽しさや喜びに触れ、チー
ムの特徴に応じた作戦を立てて攻防を展開で
きるようにすることをねらいとしています。

Ｑ　低・中学年の「規則」と高学年の「ルール」
に違いはあるのですか。

Ａ　ボール運動領域で使用している「ルール」
は、一般化されたスポーツの公式ルールを基
にしたものですが、高学年の発達の段階を踏
まえて児童が取り組みやすいように簡易化さ
れたゲームにおける修正したルールを意味し
ています。また、ゲーム領域で使用している

「規則」は、それよりも易しく中学年の発達
の段階を踏まえ、みんなが楽しめるように工
夫した易しいゲームの行い方を指します。

【ゴール型】

Ｑ　簡易化されたゲームで「攻撃しやすいゲーム」
にするためには、どのような工夫が必要ですか。

Ａ　はじめの段階は、攻撃しやすい状況をつく
りるために、例えば攻撃側が３人、守備側が
２人のハーフコートゲームをすることなどが
考えられます。オールコートのゲームでは、
動ける範囲を決めた制限区域の場（グリッド）
を設定したり、ゴールの大きさや数、位置を
変えて、得点しやすくしたりするなど、場づ
くりも含めた工夫も考えられます。
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Ｑ　小学校学習指導要領解説体育編に示されたタグ
ラグビーとフラッグフットボールには、どのよう
なよさがありますか。

Ａ　低学年で学習した「鬼遊び」を活かして、
相手をかわしたりパスをつないだりして敵陣
までボールを持って運ぶ易しいゲームなの
で、事前の経験の差や個人の技能差が小さく、
すぐになじめるよさがあります。また、「ボー
ル操作」において、サッカーやバスケットボー
ルの技能であるドリブルがないので、中学年
の児童にとってもゴール型の攻防の楽しさに
触れやすいこともよさとしてあげられます。

【ネット型】

Ｑ　ソフトバレーボールやプレルボールでは、
サーブで得点が決まり、ラリーが続きません。
このような場合にはどのようにルールを工夫
すればいいでしょうか。

Ａ　ネット型のゲームは、相手チームがラリー
を続けられないように、攻撃してプレーを断
ち切ることを競い合う楽しさがあります。し
かし、初期の段階では、ラリーが続きにくい
ため、まず、ラリーが続くように、ルールや
用具を工夫することが必要になります。例え
ば、仲間（兄弟）チームでネットをはさみ、
何回プレーが続くかを数えると、プレーがて
いねいになります。また、最初のサーブは相
手コートの近くから、アンダーハンドで投げ
入れるようにすることで守備者にとっては処

理しやすくつなぎやすいボールになります。
その他、ソフトバレーボールにおいて、初期
の段階ではワンバウンドまで許容したり、重
量の軽いボールを使用したりすると、ボール
が落下する地点に移動する時間が確保しやす
くなり、プレーがつながりやすくなります。

Ｑ　ネット型のゲームで運動量を確保するた
めにはどのように工夫したらよいでしょう
か。

Ａ　体育は運動を通して学ぶ教科ですから、運
動量を確保することは大切です。そのために
は、ゲームを含め、すべての児童が数多くゲー
ムや練習に参加できる機会を設定することが
大切になります。

　特にネット型では、ラリーが続くことが運動
量の確保につながりますので、ゲームの攻防
の中で、ある程度の時間、ラリーが持続でき
るようにルールを工夫することが必要です。
また、運動量のみが問題なのではなく、学習
すべき内容を確実に身につけていけるように
運動の質も重要です。ゲームのみで運動量を
確保しようとするのではなく、授業全体で運
動量を確保する計画作りも大切になります。

【ベースボール型】

Ｑ　「イニング終了の仕方を工夫したりして攻
守交代が繰り返し行えるようする」には、ど
のような工夫がありますか。

Ａ　ベースボール型のゲームでは３アウトで
攻守交代するのが一般的なイニング終了の仕
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方ですが、どちらかのチームの攻撃が一方的
に続き、もう一方のチームの攻撃が極端に短
かいことが起こりえます。ベースボール型で
は、攻撃も守備も大切な学習内容ですから、
その機会がもてるよう攻守交代が繰り返し行
えるようにルールを工夫するとよいでしょ
う。具体的には、全員打ったら交代、２アウ
ト制や時間交代制などの工夫をすることが考
えられます。

Ｑ　「内容の取扱い」に「ベースボール型」に
ついては取り扱わないこともできると示され
ていますが、それは、どのような場合ですか。

Ａ　運動場の敷地が狭く、特に施設面などの理
由で、ベースボール型のゲームを行うための
安全が確保できない場合がこれに当たります。
ただし、ルール、コートの広さ、用具などを
工夫することで実現可能な場合には、できる
限り学習を保障し、中学校・高等学校につな
げていけるよう配慮することが必要です。

【指導計画に関連して】

Ｑ　学習指導要領解説の例示に示されている
運動種目は、すべて取り扱わなければならな
いのでしょうか。

Ａ　学習指導要領解説は、学習指導要領の趣旨
や理念をわかりやすく解説したものです。そ
のため、実際の指導を行うにあたって、もっ
とも指導の参考となり、よりどころとなるも

のと言えます。例示は、指導内容を身に付け
る上で有効であると考えられる運動種目の例
などを示したものです。取り扱う運動種目が
多くなると、学習を深めることが難しくなる
ことも考えられますから、実際の授業で取り
扱うことのできる時間数や児童の実態を考慮
しながら、各学校の指導のねらいに合わせて、
適宜選んで扱うことが有効です。学習指導要
領で示された指導内容は、小学校から高等学
校まで体系化が図られていますので、小学校
の段階においては、その型に応じた基本的な

「技能」、「態度」、「思考・判断」の内容がバ
ランスよく、すべての児童に身に付くよう、
適切な運動種目を選択し、６年間を見通した
指導計画を設定することが大切です。

Ｑ　高学年の「内容の取扱い」には、高学年は
「アはバスケットボール及びサッカーを…。」
と記載されていますが、ハンドボール、タグ
ラグビー、フラッグフットボールを取り扱っ
てはいけないのでしょうか。

Ａ　学習指導要領の改訂にあたっては、児童
の発達の段階を踏まえて指導内容が明確化さ
れています。この児童の発達の段階を踏まえ
ると、小学校高学年は、中学校でよりスポー
ツとしての球技に近い形の学習をする前段階
と考えられます。「内容の取扱い」で主とし
て取り扱う運動として示されている運動種目
は、旧学習指導要領において内容として示さ
れていた運動であるため、型ごとに応じた学
習をする上で、指導計画や教材などが揃って
いるとともに、中学校へつながる「ゴール型」

「ネット型」「ベースボール型」を代表とする
運動と考えられます。この点を踏まえながら
も、新しく例示された種目が型に応じた学習
をする上で有効であると判断される場合に
は、指導内容や児童の実態に応じた指導方法
を明確にするとともに、用具等の準備も工夫
して行うなどに留意することが必要です。ま
た、単元の前半のみ取り入れるなどの工夫も
考えられるでしょう。
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Ｑ　弾力化を生かした指導計画を立てるよさ
はどんなことがありますか。

Ａ　学習指導要領で、低・中・高学年の２学年
ごとのまとまりで指導内容が示され、２学年
のいずれかの学年で取り上げて指導すること
ができるよう弾力化が図られています。この
ことから、一つ一つの単元に、まとめて多く
の時数を配当することも可能となり、児童が
じっくりと考えて学習に取り組んだり、繰り
返し運動に取り組んだりと、より児童の実態
に応じ、指導と評価の一体化を図った学習が
展開しやすくなります。そのことにより、学
習指導要領に示された指導内容をすべての児
童が身に付けやすくなると考えられます。

【指導内容に関連して】

Ｑ　「ボール操作」と「ボールを持たないとき
の動き」とありますが、それぞれの型で具体
的にどのような動きが考えられますか。

Ａ　「ボール操作」は、シュート・パス・キー
プ（ゴール型）、サービス・パス・返球（ネッ
ト型）、打球・捕球・送球（ベースボール型）
など、攻防のためにボールを制御する技能で
す。「ボールを持たないときの動き」は、空間・
ボールの落下点・目標（区域や塁など）に走
り込む、味方をサポートする、相手のプレー
ヤーをマークするなど、ボール操作に至るた
めの動きや守備に関わる動きに関する技能で
す。主として低学年では、ボール操作を中心

としながら、その操作に至るための動きが指
導の中心になりますが、学年が上がるにつれ、
守備に関する技能などを実態に応じて加えて
いきます。

Ｑ　ゲームの審判はどのようにすればよいで
すか。

Ａ　規則やルールを守ろうとする態度は、児童
に身に付けさせたい指導内容として示されて
おり、このことを踏まえて学習を計画するこ
とが大切です。チーム同士のセルフジャッジ
で行う、チーム内で審判を交代して行う、チー
ムが交代して行うなどが考えられますが、児
童の実態や学習の高まりに応じて設定してい
くことが大切です。

Ｑ　規則やルールを選ばせたり、工夫したりす
る際に留意すべきことはどんなことがありま
すか。

Ａ　技能を身に付けやすくするためには、児童
の実態を把握し、その実態に合わせた規則や
ルールの工夫が必要です。また、その規則や
ルールは、児童にとって簡単で、分かりやす
いことも重要です。しかし、規則やルールを
工夫する際には、運動の特性を大切にし、学
習指導要領に示されたそれぞれの型に応じた
技能を児童が身に付けやすくなるようにする
こと、児童が立てた簡単な作戦を実行しやす
くなることなどのねらいを明確にすることが
大切です。


